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問合せ先　アシタのたかはま研究所（□市総合政策グループ内）　☎52－1111（内線332）

アシタのたかはま研究所からの研究レポート④
『アシタのたかはま研究所からの研究レポート』では、さまざまなデータから高浜市の現状や将来の姿に

ついてお伝えしていきます。

☆結婚に対する意識と子どもの数
市民意識調査（平成27年4月実施）における、「結婚に対する意

識」についての問いで『結婚はいずれするつもり』と回答した人
（15.1％）が、「子どもは何人くらいほしいですか。」の問いに対
して回答した状況を見ると・・・

≪アシタのたかはま研究所 研究レポートは、市公式ホームページで公開しています。≫

◎若年層有配偶率（25歳～39歳人口のうち配偶者がいる方の割合）

◎世帯にいる子どもの人数（高浜市）◎２人以上子どもがいる世帯の割合

For the Next

高浜市の婚姻・世帯あたりの子どもの数の状況
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高浜市は、全国や県内、近隣市と比べ、若年層
有配偶率の割合が比較的高く、世帯あたりの子ど
もの数が2人以上の割合も高くなっています。し
かしながら、希望する子どもの数と実際の世帯あ
たりの子どもの数には、いまだに乖離があります。
今後は、産み育てやすい環境を整えていくことが
必要不可欠になってきます。
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問合せ先　□市 総合政策グループ　☎52－1111（内線332）

総合計画推進会議では、中期基本計画（平成26～29年度）に掲げ
る11目標の達成状況といった行政内部の点検・検証内容に対し、高浜
市をよりよいまちにしていくためにはどうしたらよいか、目標の達成
に向けて改善すべき課題や今後の取組みにつながるアイデアなどにつ
いて、意見交換を行ってきました。
8月25日開催の第５回会議では、これまでの意見内容をとりまと
め、中川幾郎会長（帝塚山大学名誉教授）から吉岡市長へ「中期基本計画
平成26年度の取組みに対する評価」の冊子が手渡されました。
行政では、この評価結果を今後の取組みの見直しなどに、いかして

いきます。

◆総合計画推進会議は傍聴可能です。
◆総合計画や総合計画推進会議の詳しい内容は、市公
式ホームページのトップページのバナー「第６次高
浜市総合計画」をクリック！

● 次回の推進会議の予定 ●
とき　　１１月１３日（金）午後７時～８時３０分
ところ　市役所　第２会議室（４階）
推進会議から提出された「平成26年度の取組み
に対する評価」を、平成27年度に実行中の事業
や平成28年度事業案（予算案）にどのように反
映したか、見直し・改善策などを発表します。
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広報たかはま　H27.10.15

第６次高浜市総合計画推進会議⑤
中期基本計画「平成２６年度の取組みに対する評価」が提出されました！

～ 「思いやり　支え合い　手と手をつなぐ　大家族たかはま」の実現をめざして ～

【見直し・改善を若手職員の成長の糧に】
目標達成のためには、組織で目標・課題を共

有することが欠かせない。目標達成状況の点検
・確認、今後の見直し・改善（案）の
検討にあたっては、管理職だけでな
く、若手職員も取り組むことによ
り、職員力を伸ばしてほしいと期待
している。

【取組成果がやる気を生み出す】
取り組んだ成果が、市民意識調査や「みんな
で目指すまちづくり指標」の結果に表れてくる
ことは、職員としてやりがいがあり、
次のやる気につながっていくのでは
ないか。これからも試行錯誤を繰り
返しながら、PDCAサイクルを進
化させてほしい。

【目標達成に向けた強い決意を】
目標の達成に向けて「いつまで

に・何を・どうする」といった明
確なビジョン・期限
を設定するとともに、
実現に向けた決意が
伝わるようにしてい
ただきたい。

【市民・地域との連携・協力】
言葉で「市民・地域との協働」
というだけでなく、具体的にどの
ような団体と、どんな
ことを連携・協力しあ
うのか、具体的なイメ
ージを持って取り組ん
でいただきたい。

【着実な見直し・改善を】
見直し・改善（案）が「書いて
終わり」とならないよう、今後、
どのように取組みが進められて
いくのか注視していきたい。

【市民にわかりやすく伝える工夫】
どのような課題があり、どのよう

に課題解決に取り組んでいくのか、
簡潔に、わかりやすい形で市民に示
すよう、心がけていただきたい。


